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欝 3表

吸入期間は最短8週資長30週で平均17週位となるO

｢メチールメクク1)レ- ト｣吸入による効:県は第2表の如 くであるO巨ロち喫噺は減少するもの多 く､

啄疾畳は消失乃至減少する者が約年数に認められ､吸入によって却って増加した者は1例 もない｡但し

一時的にや 嗜ゝ加することはあるが吸入を続行する問に再び王威少して行 くO

最 も肝心の啄疾申結核菌は拘失せるもの5例､ 王威,i,9例とな り､約70%に於て啄疾中結核菌に対する
効果を確認し允｡不変は5例で槍加 した例は1例 もない｡ この成績は前報に報告した30例の予備実験の

成績 よりや 良ゝ好である｡ そこで昭和24年4月迄に観察した ｢メチ～ルメタクl)レ- 1､｣吸入実験の成

産を-一一括すれば第3表の如 くである｡EPち､吸入患者の27%に於て暗疾申結核菌の消失を､43%に於で

減少を認めた｡ この成績は単なる安静療法のみによっては期待し得ない成績であり､明かに吸入によ

る効兵 と考える｡ 虞に注 目すべきは､副作用の皆無に主丘いことである｡今回の実験によっても前報に

述べたのと同様肝腎造血臓許等に対し何 ら障碍を認めなかった｡

攻に ｢-チ～ルメタク1)レ- ト｣の吸入実験は症例が7例にすぎないので､之から結締を引出すこと

は尚早であると考える0 7例の中1伊リ庭於て曙疾中結核菌の消失 (但 し培養検査では少数の集落を認め
る)を認め､守成少2例､不変4例となってゐる｡ 此成額は ｢メチール｣に比してや 劣ゝる棟に思える｡

併 し嘆噺や暗疾量に対 しては可成 り蘇著な教典があり､ 啄疾の減少7例中5例､頓噺のラ成少7例中5例と

なってゐるO今後椅症例を槍して検討する慣値あるものと考える｡

以上 ｢メチールメタク1)レ- トガス｣吸入酔漢を実施 した49例の経験から我々は攻の如 く綜諭 した

い｡即ち本療法は可成 り富症の開放性肺結核患者に開いて､ その啄疾申結核菌を減少せしめ､その中

比較的茎洞の′j､さい例では可成 り高率に菌を消失せしめることが出乗るO 叉唄噺啄疾をも王威少せしめ

る効がある｡ しか も副作用は皆無で､長期間特番売約に実施 して も何中腎碍をも釆さないO

従って､開放性肺拝顔患者の安静療法の良き友として､ 叉虚除好漢や化学療法の補助手段 として大

に慣値あるものと考える｡

〔本研究の貴族に聾り多大の御援助をいた いゞた三菱化成工業#武舎軌こ梁抽するr〕

肺及気道疾患殊に肺結核に封す る｢ガステラピー｣の研究

第 3報告 臨床成績及作用磯韓に関する考察

辻 周 介

類 本 幾 久 雄

51iE:
我Jkは前報に於で ｢メチールメタクl)レ- トガス｣ .吸入療法に関する基礎的研究及肺結核に対する

臨床実験成績の一部に就で報告した｡ 之等の研究によって本療箆が肺結核の補助的療法として-一膝取

上げる償値のあるものとの確信を得たのである｡
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本報告に於ては､昭和23年初めより昭和24年11月迄に実施 した症例104例に就ての臨界成嶺を一括し

之等の経験を基として本療法の作用磯樽に就て若干の考察を加えて見たい.

臨床成績｡

(1)年令019才より53才迄のあらゆる年令骨を網羅しているo

(2)性別｡男子89名女子15名である○

(3)病竃の罷さ｡全症例か ら予備実験的に行った30例を除いた74例に就て Turban-Gerhardtの分

類法に従って分けると第1表の如 く第2,第3期の者が庄倒的に多い.

(4) ｢レン トゲン｣所見

陰影の性質 としては澄田性増殖性硬化性の あらゆる型を含む所謂 混合性肺癖が大部分であり早期弓安

静 1表 欝 2表

~人 三空 洞 10名

中 空 洞 27名

/J､ 空 洞 20名
不 _明 17名

潤や乾覇性肺炎叉は単なる肺門淋巴腺結核の様な型は含まれてをらないO ｢レ｣等展による茎洞の有

無は第2表の如 くである.但し直径1-2cmを小峯洞､2-4cmを中基洞､4cm以上を大益洞とする｡即I
ち74例中57例に明かに茎洞を証明した｡

(5)啄疾中結核菌｡大多数は塗抹陽性であるo 最初から塗抹陰性の者は4例あったが､之等は増養

成横を指標 とした｡
(1)

(6)吸入方法｡第1報告第1図所載の如きガラス製漏斗による簡易吸入法を用いたO吸入量及吸入時

間は概ね第3表に従って行ったが､後述の如 く之は個々の症例に慮 じて適当に加減する必要があるO更

に冬季と夏季 とで も揮発量が異るから適当に調節する必要がある｡ ●

(7)実施期間O大体3ヵ月を限度 として1-臆効果 を判定した｡但 し8カ月以上特続した様な例 もあり

長期の実施も可能である｡

(8)効果｡効具 として顕著なものは､頓噺啄蟻の王威少啄症の性状の良化及び啄疾中結核菌の減少で

欝 3表

1)持銃的吸入療法
1-4週 2cc 10分 3回
5週以後 4cc 20分･3回
冬期は夏に .
6週以後 6cc 30分 3回

8cc 60分 3回
2)衝撃的吸入療法
1･-2週 2cc 10分 3回
3-･4週 休止期
5-6週 2cc 10分 3回
以下之を繰返す

第 4表

啄疾中絡核常 患 者

!.:I ; ~18名 (17.2%)53名 (50.9%)

不 轡 33名 (31.9%)

ある｡暗涙中結核菌の消長は第4表に示す如 くである｡啄疾中締板菌の検査は､啄疾量及 ｢ガフキー｣
(2)

数 を指棟 として経過を観察し ｢ガフキー｣0となった場合のみ桑園及培養を行った｡之は並河の啄疾中

衛旗菌の菌数計算に関する研究により､ 菌数は啄疾量及 ｢ガフキー｣数に大体並行することが知 られ
('1l)

たか らであるoこの成績を第2報告第3表所載の成績と比較すると､ 消失例が27%か ら17.2%に守成少し.

i威少例が43%より50.9%に均一している｡消失及減少を効果のあった者と考えると､70%及68.1%とな り
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殆 ど同じ成績である｡第2報告所載の49例は主として入院患者を対象とたものであるに対し,本報告に性

其後の主として外来患者を対象として行った例を加えたために消失例に関してはや ゝ 劣って釆たので

あらうo巨Pち顕著な効泉を期芦するためには.やは り鮫招な安静療法を共に実施する可きであって.此事

は後述の本醇法の作用横棒に関する考察に∴っても当然と考えられる｡ 本療法は飽 く迄病竃の自然治

癒を促進するのが目的であるからである｡兎に角実施例の約70%には一膝の効典を認めたと云い得る｡

(9)副作用｡ 舞1及第2報告に記した如 く､肝腎血液等諸膝器に対する副作用は適当な注意の下に実

施すれば皆無である｡ た 副ゞ作用として其後寄付いたことは､血疾乃至噂血である｡ 74症例中10例に

肺出血を認めた｡ 多くは血疾の程度であり曝血といっても貴大30cc位のもので､吸入を中止すれば多

くは数 日中に自然に止血するO 肺出血のために病状の悪化を釆した例は1例 もなかった｡ 之は出血を来

す様な場合は既に吸入療法の効果が可成 り認められ､ 略族の王威少､曙疾中結核菌の減少のある様な人

に多 く､ 恐らくは室洞内面の清浄化が進捗して血管の多い肉芽紅表敬が露出して釆ているために､ ｢ガ

ス｣による刺戟のために出血を釆すものと考えられる｡ 従って通常肺結核の経過中に認められる様な

病磯の進展によって肺組棺の破壊が起 り､ために出血する場合とは天に興るものと考える｡ 丁度出血

しやすい肉芽組棺は良性であり､ 結核性肉芽は出血が起 り難いとい う外科の常識をこ にゝ当はめるこ

とが出乗るのではないかと思 う｡

但 し肺出血は患者に輿える心理的な影響が大きいから出血は出来る丈け妄壁ける可きであり､ 従って

少量の血疾の時期に1-2週間吸入を休止する方が得策である｡

其他副作用として吸入開始当初に零度の頭痛喝破曝疾の槍加を訴える場合があるが､ いづれ も放置

して吸入を続行して差支えない｡

作用横車寺に対する考察

本療法は其研究の当初 より ｢メチールメタクリレー トガス｣ の有する抗菌作用を以て肺病竃殊に基

洞内の桔梗菌を殺 し 又は発育を阻止することにより巷間の治癒横棒を促進することが目的であ り､臨

床的な効果 も恐らく斯 くの如き機関によって得 られるものと考えていた｡ 事実前項に記 した枝に啄疾

中の結核菌が著明に王威少し､ 且つ菌の形態 も gmppierend,granuliertのものを認めるなど､直接の

･抗菌作用の結具 と思われる変化が出現する とが多い｡ 従って研究当初は吸入時間釦ち吸入量を増加

し出乗る丈け長く｢ガス｣ の作用を持続すれば効果 も卦 より以上に顕著になるものと考えていたo併
し事実は必ずしも然らすで､ 吸入10分間1日3回位の僅かの操作によって著明な噂疾の王威少二及菌の王威少

を来す場合もあるに対 し､ 1-2時間位の長時間の吸入を頻回繰返した場合に却って暗坑の増加を釆し

て菌は大して豆成らない様な j憩に反 した場合に塵A遭遇するに至 り､ 作用磯韓に就て一腹反省 してみ

る必要を感 じたのである｡ 従って本療法の効具は ｢ガス｣棒の抗菌作用によってのみ得 られるもので

はな く､何か他の要因が共働していることが想像 される｡

この第2の作用横棒として考えられる事は ｢ガス｣ 体の刺戟作用である｡ ｢メチールメククリレー
H は生体に対する毒性は甚だ堅頻であり女 局所刺戟も易易くて吸入による索道の刺戟現象釦ち頓轍啄

疫の増加等は甚だ擾弱であり､ あっても馴れる迄の一時的な現象ではあるが､それでも恐らく置掻な

刺戟作用はある訳である｡ この事実は動物実験で吸入を実施 した動物は戯 らざる動物に比 して例外な

く肺臓内の毛細血管の拡張充盈が認められ､ 叉吸入患者に前述の如 く塵･k血荻の啄出を見ることか ら

も想像せられる｡ 即ちこの ｢ガス｣の刺戟は局所の充血として反磨せられる訳である｡ か ゝる局所の

充血は適度であれば結核病竃の治癒健棒を促進し殊に 茎繭壁に於ける乾酪物質の排出釦ち清浄化の促

進を釆すであろう｡ か くて啄症は減少しその中の結核菌 も漸攻守威少するに至るであろうoか くの如 く

｢ガス｣体の抗菌性と病竃に対する刺戟作用とが相保って本療法の効果を発揮するものと考える｡
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元来刺戟性 ｢ガス｣の吸入は肺結核に対 して意影響を有し厘}{再燃を来すことがあると､ -一役に信

じられているO この事は-舵静としても必ずしも正しくないことは､戦学寿 ｢ガス｣の中毒と結核と

の関係に関する簾汎な研究結果からも確かである｡ 章 ｢ガス｣中毒は結核症の経過に何等悪影響を輿

えるものではなく､ 場合によっては寧ろ好彫響をもたらす場合さえあることが確認せられているO併

し直接作用は別としても全身に対する意影響から二次的に肺結核症を感化せしめる場合のあり得るこ

とは明らかであるから､ 毒 ｢ガス｣の範ちゆうに入る様な物質を吸入することは真壁けるに越したこと
はなレ､○

我}{の用いている ｢メチールメタク1)レー トガス｣は前述の如 く毒性も局所刺戟作用も甚だ密接で
長期間使用しても何等全身状態に惑影響を輿えるものでも放 く､ 叉肺病竃の悪化再燃を来すものでも

ないことは臨床経験が教えるところである. この様な畢揚な刺戟作用によって病竃殊に茎洞壁に適当

瓦充血が もたらされるなれば治癒磯博に対し好影響を輿えることは自明である｡

以上の如 く我々は本療法が ｢ガス｣体の抗菌性を別間した局所化学療法の意味と､ 局所の刺戟貯法

の意味を兼ね具えた新治療法であると信ずる｡提華道の肺結核に対する刺戟療法例へぼ光線療渡,｢レ

ンTlゲン｣療法等と異る点は､ 之等が大な り小な り全身の影響を期待しむしろ全身の賦活によって局

所の病勢を支配せんと企て iいるところと異 り､鮫袴に局所刺戟療法と言い得る点にあるO 従って前

者に於ては刺戟作用の調節が可成 り困難であり､ 屡々刺戟が過大となって病竃に意影響を輿えること

がある○之が刺戟療法が肺結核治療に用い難い主な理由である｡ しかるに本療法は刺戟の調節が甚だ

容易である○適当な注意の下に実確すれば肺結核のいかなる症例にも行い得る｡ 我}{は現在迄殆ど無

選択に実施して釆たのであるが､時に少量の肺出血を見た以外に大なる意影響を認めなかった｡

以上述べた理由によって､ 我々は本療法を従来余 り試みられなかった新しい肺結核の補助的療法 と

して償値あるものと信する｡
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｢メチー)I,メタク1)レー り (CHL.7-C･C打 3･COOCH3)が ｢ガス体｣として可成 り強い殺菌作

用を持ってゐることは結核研究新米津､磯生物学教皇藤本の実験によって証明せられた｡ 叉其毒性に

関 しては薬理学数量森田によって極めて詳細な研究が行はれてゐる｡ 其結果によると ｢マウス｣に対

する ｢メチ～ルメタク1)レートガス｣の急性中毒作用は､34-38vol.%乃至は飽和 ｢ガス｣･60分間の吸
入によって初めて致命的な影響を及ぼす程度で10-20vo1.% の ｢ガス｣60分間吸入位では殆ど認む可

き影響がないことが判ってゐる｡ 更に飽和 ｢ガス｣中に放置 しても之を呼吸促迫著明な時新に堂外に


